
資料３ 

ごみ排出量・処理量の実績 

 

１．人口 

本市における人口は、住民基本台帳によると概ね約 293,000～303,000 人で推移しており、

この１０年間に 約 10,000 人増加しています。 

 

※国勢調査推計・・・直近の国勢調査人口に住民基本台帳による人口の増減を加えて算出してい

ます。 
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２．ごみ処理の流れ 

本市のごみ処理の流れ及び令和元年度の実績値は次のとおりです。 

 

燃やせるごみ
[1,082t]

燃やせないごみ
[23t]

廃食用油
[43t]

小型家電
[40t]

店頭回収
[1,051t]

資源化
[11,226t]

燃やせるごみ
[31,996t]

燃やせないごみ
[1,564t]

粗大ごみ
[707t]

可燃系一斉清掃ごみ
[367t]

明石市一般廃棄物最終処分場
[11,562t]

不燃系一斉清掃ごみ
[316t]

紙類・布類
[1,806t]

集団回収
[5,314t]

燃やせるごみ
[53,584t]

焼却施設
[87,029t]

大阪湾広域臨海環境整備センター
最終処分場（フェニックス）

[4,083t]
燃やせないごみ
[4001t]

缶･びん・ペットボトル
[2,755t]

破砕選別施設

[8,298t]

焼却灰
[2,800t]

可燃物
[5,972t]

明石市クリーンセンター

直接埋立
[1,068t]

家庭系ごみ
[69 ,984t]

事業系ごみ
[33 ,560t]

産業廃棄物
[1 ,105t]

ごみピット残
[0t]

焼却灰
[10,459t]

不燃・不適物
[35t]

下水汚泥
由来燃料等
[6,403t]

資源物
[2,291t]

焼却鉄
[305t]

可燃系統

不燃系統

埋立系統

資源化系統

凡例

焼却灰
[376t]



 

３．ごみ排出量 

⑴ 総ごみ排出量 

ごみ排出量は、総ごみ量を見ると減少傾向を辿っています。 

一方、排出別に見ると、「家庭系ごみ」は増減を繰り返しており、「事業系ごみ」は、増加傾向を

示した後、減少傾向に転じています。また、「産業廃棄物」は増加傾向にあります。 
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⑵ 家庭系ごみ 

①家庭系ごみの内訳 

家庭系ごみは、全体を見ると増減を繰り返しており、令和元年度では、69,984ｔ/年となっ

ています。 

一方、分類別に見ると、「紙類・布類」「一斉清掃」「集団回収」は、減少傾向を「小型電子機

器等」「廃食用油」は増加傾向をそれぞれ辿っており、その他は増減を繰り返しています。 

また、家庭系ごみは、「燃やせるごみ」が７割以上占めています。 

 

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

廃食用油 37 38 44 43

小型電子機器等 22 26 34 40

店頭回収 939 904 1,106 1,051

集団回収 6,704 6,214 5,688 5,314

一斉清掃 751 716 719 683

粗大ごみ 570 586 647 707

紙類・布類 1,926 1,824 1,849 1,806

資源ごみ 2,773 2,730 2,776 2,755

燃やせないごみ 3,443 3,545 4,515 4,001

燃やせるごみ 53,683 53,330 53,121 53,584
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②家庭系燃やせるごみ 

家庭系燃やせるごみの排出量及び1人 1日当たり排出量は、減少傾向を示した後、増加に

転じています。 

 

 

４．排出原単位（1人 1日当たり排出量等） 

排出原単位は、全体を見ると減少傾向を辿っており、令和元年度では約９４４ｇ/人・日となって

います。 

一方、排出別に見ると、「家庭系ごみ」、「事業系ごみ」は減少傾向を辿り、「産業廃棄物」は増加

傾向を示しています。 
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５．処理量 

（１）ごみ処理量 

市ごみ処理量は、増減を繰り返しています。 

 

 

⑵ 資源化量 

資源化量は、全体を見ると減少傾向を辿っており、令和元年度では 11,226ｔ/年となってい

ます。 

一方、処理別に見ると、「中間処理後資源化量」は増加傾向を辿り、「直接資源化量」は減少

傾向を示しています。また、資源化量については、7 割以上を紙類（新聞、雑誌・雑がみ、段ボー

ル等）が占めています。 
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６．リサイクル率 

リサイクル率は、低下傾向を辿っており、令和元年度は平成２８年度から-0.74 ポイントとなっ

ています。 

 
 

７．最終処分量 

最終処分量について、全体を見ると増減を繰り返しています。 

また、大阪湾広域臨海環境整備センターとの契約に基づいた最終処分、並びにひょうご環境創

造協会との契約に基づいた焼却灰のセメント原料化を行っています。 

最終処分量については、9割以上を焼却灰が占めています。 

 

備考）本市保有の最終処分場では、焼却灰、破砕選別処理後の不燃・不適物及び不燃ごみ（陶器

等）の埋立処分を行っています。 
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